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1　はじめに
　近年、結婚年齢の高齢化、勤労婦人の増加、核家族
化など、社会構造は変容してきている。それに伴い、
母子保健活動に対する人々のニーズも変化してきてい
る。今回その中の一つの家族計画指導について注目し
た。
　現在私たちは、褥婦に退院指導の一部として、家族
計画指導を行っている。内容は、家族計画の必要性、
産後の受胎調節の方法などである6そこで、実際には
褥婦は、どの程度家族計画に対する知識や関心を持っ
ているのか、褥婦が希望する指導の時期や内容はどのよ
うなものであるかを知るため、アンケート調査を実施
した。その結果をもとに、褥婦のニードに合った家族
計画指導について考察したのでここに報告する。
②初経産別：初産婦、経産婦は半数ずつであった。
初産婦78名　（52％） 経産婦72名（48％）
1回経産婦45名（625％）2回経産婦25名（34棚
図2．初・経産の割合
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2．関心度について
　家族計画について、考えたことがあると答えた人は、
96．O％。夫と共に考えたことがあると答えた人は8
9．4％、家族計画指導を希望する人68．7％であった。
この結果から、この時期に家族計画指導に対する関心
は高まっており、指導を行うことは効果的であると考
える。
3．避妊法の知識の程度と実態
ll　研究方法
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方法＝自己記入式アンケート調査
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皿　結果及び考察
1．背景
①年齢構成：初産婦は25～29歳、経産婦は25～34歳
　　　　　　　に集中していた。
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図3．避妊法の知識の程度と実態
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　表に示す通り、知っている方法はコンドーろ法が最
も多く、初産、経産で差はほとんどみられていない。
使用したことがある方法は、初産婦ではコンドーム法、
経産婦では腔外射精法が最も多い。知っている方法が
多いわりに、使用している方法の種類は少なく、コン
ドーム法、基礎体温法、窓外射精法に集中している。
今後は、まずコンドーム法を正しく使用できるよう指
導し、その上で避妊効果の高い、IUD、ピル、など
についても、使用できる時期、使用法の具体的指導も
必要となる。
4．指導を希望する時期について
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　　　図4．家族計画指導を希望する時期
　初経産とも入院中に希望する人が多いが、経産婦は
特に多かった。これは、入院中は育児や身体のことが
中心で、産後の家族計画まで考える余裕のない初産婦
と、退院後は上の子の世話等で忙しくなるため、入院
中に指導を希望する経産婦と、両者の違いがあらわれ
ていると考えられる。
　産後の性生活を開始できる時期は、1ケ月健診を受
けてからである。この頃には、育児に慣れ、疲労も回
復してくるので、指導を希望する人は多いのではない
かと考えていた。しかし、実際は入院中に希望する人
が多かった。石浜は、　「分娩後の避妊は性交開始のそ
の日から行わなければならない。従って、分娩後の避
妊指導は、どうしても退院時に行わなければならない。
更に1ケ月健診時、再度指導を行うことがよい。」と
述べている。　このことからも入院中の家族計画指導に
加え、更に性生活を開始できる1ケ月健診時にも、再
度指導を行う方が、より確実なものになると考える。
5．指導に求める内容について
　産後の家族計画指導の中で聞きたい内容について
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　初産婦は、子供を産む間隔、産後の排卵の時期、性
生活開始時期の順で、次の妊娠を考えた上での内容を
求めている。経産婦は、産後すぐに使用できる避妊法、
避妊具の使用法の順で、具体的、実践的な方法を求め、
両者では知りたい点が異なるという結果が出た。
　産後の性生活をするにあたって、不安があると答え
た初産婦は全体の3分2以上を占め、経産婦は半数以
上であった。不安の内容は、初産、経産ともに、会陰
部の傷の痛み、傷がさけるような気がする、と傷のこ
とに関するものが大多数を占めていた。性生活開始時
期には、傷の心霊も軟化し、創痛も軽減してくること
を説明し、不安を取り除いていく必要があると考える。
家族計画指導の際は避妊法中心に指導し、会陰部の傷
について忘れがちになってしまう。しかし、それは、
褥婦にとって大きな不安であることを考慮し指導にあ
たるべきである。
IV　まとめ
1．初経産にかかわらず、家族計画に対し関心を抱い
　ている褥婦は多い。
2．避妊法については知っている褥婦が多いが、使用
　状況をみると、コンドーム法、基礎体温法、腔外射
　精法がほとんどである。
3．家族計画指導を行う時期は、入院中に加え1ケ月
健診時の確認が必要である。
4．指導内容として初産婦は、次の妊娠を考えた上で
　のこと、経産婦は具体的な避妊法についてと知りた
　い点に差がみられる。また、初経産にかかわらず、
　性生活を行う上で不安をもつ人は多く、会陰部の傷
　のことが大部分を占めている。
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図5．産後の家族計画指導で聞きたい内容
V　おわりに
　すべての人が、望まれた時期に望まれた子供を妊娠、
出産していけるように、具体的で実践できるような指
導をしていく必要がある。現在、私たちは、30分間の
退院指導の一部として家族計画指導を行っているため、
短時間しか指導の時間がとれない。その中で、対象者
により強調する内容を変え指導を行うのは難しい。退
院指導の一部としてでなく別に時間をもうけ指導を行
うのが理想的ではあるが、褥婦の入院生活は母児同室
であり、授乳育児のため多忙である。そのため、今後、
どのような形で取り入れていくかは検討が必要である。
　今回は、褥婦の家族計画指導に対する現状と要望に
ついて調査した。今後は、結果をもとに検証し、更に
充実した指導を行っていきたいと考える。
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